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1．はじめに
　石造文化財（以下「石造物」と呼ぶ）は、その多く
が屋外に置かれている。さらに、台地と直結している
不動産文化財が多いという特徴もある。このような文
化財は、周囲の環境によって大きく状態が左右される
にも関わらず、一般に石から作られているものは丈夫
だという印象を持たれることが多いこともあり、万全
の対策が採られているところはまだ少ない。確かに、
石よりも劣化速度の速い素材は沢山あるが、では石に
は永久的な耐久性があるかといえば決してそうではな
い。
　文化財の劣化は、そのもののもつ寿命の他に物理学
的要因・生物学的要因・化学的要因が挙げられる。さ
らに細かく見ると温度・湿度・光・大気・動植物・振動・
構造上の不均衡・人的破壊などがあり、これらの複合
的な作用によって状態が変化していて、屋外に於いて
はこれらの影響が顕著である。このような劣化は突発
的な事故や天災のように短期間に発生したものから、
数十年～100年余りの中期的な期間に進んだもの、数百
年～1000年を超える長い年月の中で徐々に進んだもの
など様々で、それは今後後世に文化財を伝える上でも
直面する問題である。
　筆者はこれまで石造物の劣化と保存をテーマとし、
経年変化を調査してきた。その中で、特に深刻な問題
と考えられる塩類風化に着目し、これまで石造物には
用いられていない新たな濃度測定の方法を試みている
ため、塩類風化の問題点とともにここに提案する。
2．塩類風化
　塩類風化は岩石や水中に含まれる可溶性塩類が水の
流れに伴って移動し、水の蒸発によって濃縮された結
果結晶化する現象で、石造物の劣化要因の中でも世界
各地で深刻な問題となっている。海辺周辺で起きる塩
害は代表的なものであり、また、石造物のみならず煉
瓦やコンクリートに起きている所謂白華現象もこの塩
類風化である。
　塩類は、①もともと岩石の成分として含まれている、
②雨や地下水、海風などに混じって後天的に与えられ
る、③水溶液や岩石の何らかの作用によって生成され
るという大きく3つに由来する。これらを起源とする可
溶性塩類は、塩を含む溶液から塩類の結晶が成長する
ときの圧力による物理的作用が特に大きい。この他に、
結晶の水和作用によって発生する圧力や結晶の熱によ
る膨張圧があり、いずれの作用も塩類の存在だけでな
く水の移動が大きく関与している。このようなことか
ら、塩類風化は物理的劣化とも化学的劣化ともいわれ、
代 表 的 な 塩 類 にNaSO4・MgSO4・Na2CO3・NaCl・
CaSO4・CaCO3・NaSO4などが挙げられる。塩類風化の
メカニズムについては、各地の具体的事例や実験によっ
て解明されてきたところも多いが、未だ明らかになっ
ていない所もあるため、更なる研究が求められている。
　実際の岩盤を見ると、1年を通して見られる硬い結晶
（以下「析出物」という）とある時期にのみ見られる軟
質の析出物に分けられる。年中見られる硬い析出物の
殆どは、白色の皮殻状である（図1）。これらは最もよ
く目にする光景で、中にはその析出物の表面にコケや
地衣類が密着していることがあり、白色の表面が緑色
に覆われていたり（図2）、生命活動を終えるとそれら
は茶色く変色する。
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図 1．析出物が発生した岩盤
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　図3に既に表層から剥落した析出物を示した。右は岩
盤と接していた面で、左は表面に露出していた面であ
る。析出物の上にさらにコケが生えてうっすらと緑色
になっている。この析出物は岩盤表面の凸部分を包み
込むような状態になり、岩石粒子とともに剥離した。
岩盤表面が結晶に覆われることで、風雨や日射しなど
の直接的な刺激から保護されているようにも感じるが、
内部は脆くなっていたり、析出物の重みが岩盤表面に
負担をかけて剥落することも少なくない。
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その手前にさらに壁面がある。この前室ともいうべき
所の向かって左壁に隅飾をもつ宝塔が彫られている。
この浮彫は下部に蓮華座があり、塔身部は奥行きのあ
る正方形に大きく開口している。現在は浮彫の9割が白
色に見えるが、これが装飾用でなく析出物に覆われて
図 2．壁面全体に広がる析出物
図 3．析出物の表裏
　筆者の研究対象のひとつに「やぐら」がある。これ
は中世に造られた埋葬施設であり、亡くなった人の供
養をする場でもある横穴状の遺構で、特に供養を目的
としたやぐらには、壁面に浮彫や装飾を施しているも
のが見られる。その装飾のあるやぐらは総数から考え
ると低い割合だが、中世の加工痕が現在まで残ってい
るという点において非常に貴重な文化財である。壁面
の彩色に用いられた色は、白・黒・赤・黄などが確認
されているが1）、胡粉や鉛白の白と墨の黒が多く見られ
る。また、金箔を貼っていた痕跡を今も残す所もある。
このような彩色のうち、特に白色は装飾のための白色
顔料なのか、塩類風化によって生成され析出物なのか、
残存状態により一見判断が難しい箇所もある。このよ
うな現況のやぐらに見られる白色の大半について、筆
者は塩類の結晶であると考えている。
　例として図4に宝塔の浮彫が施されたやぐらを示し
た。このやぐらは玄室の入口がやや狭くなっていて、
図 4．宝塔浮彫
いることは明らかであ
る。図5は相輪部分を拡
大した様子である。相輪
の浮彫の一部が剥落し、
新たに露出した岩盤表面
が白色の析出物に覆われ
ている。これは表層剥離
が起きた後に析出したの
ではなく、岩石表面下で
結晶化したときの力に
よって表層が剥離したも
のであり、他に類を見な
い貴重な浮彫の一部が塩
類風化によって失われてしまった例である。この先、
剥離箇所もさらに劣化が進む可能性がある。
図 5．相輪の拡大図
　この他にも図6や図7のように岩盤表面が大きく浮き
上がった様子もよく目にするが、これらはかろうじて
岩盤とくっついている程度で、わずかな衝撃により簡
単に落下してしまうため注意が必要であり、また一部
は既に落下している。
図 6．広範囲に広がる析出物
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　このような比較的硬質の析出物は、時期を問わず年
中存在する。壁面全体に広がっていることも珍しい光
景ではなく、これらの結晶の成長速度はさほど速くな
い。図8aは1964年に撮影された写真で、bは2011年に撮
影したものである。両者は約50年の歳月の違いがある
ものの、白色の析出物の発生状況に大きな差は見られ
ない。中には析出物がこの半世紀の間に落下したり、
析出箇所が広がった場所もあるが、著しい結晶の成長
変化は見られない。
図9bはいずれも実体顕微鏡で観察した析出物の50倍画
像である。図9aは凹凸のある小さな金平糖のような固
まりが密集していて、拡大してみると隙間があいてい
ることがわかる。図7のようなタイプである。図9bは
図9aよりも薄い皮殻を形成しており、白色の物質や石
材粒子が隙間なく埋まっていることがわかる。図2・3・
4などのようなタイプである。
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図 7．表面から浮き上がった析出箇所
図 8a．1964年
図 8b．2011年
　以上のような形態の析出物は、CaSO4やCaCO3といっ
たカルシウムを主成分とするものが多い。また、発生
箇所は壁面や天井が顕著で、床面には少ない。図9a・
図 9a．顕微鏡画像×50 図 9b．顕微鏡画像×50
　軟質の析出物が発生する限られた時期とは、秋から
翌年の春先の気温や湿度の低下する時期である。神奈
川県鎌倉市の夏の気温は＋30℃を超え、相対湿度は
90％以上になるが、高台は時折海から吹き抜ける風の
影響か、体感湿度はさほどじめじめとしたものではな
い。冬場は氷点下に下がることもある一方、日中は＋
10℃以上にまで上がることも多く、24時間内の温度差
が大きい。夏場の湿度が90％台であるのに対し、冬場
は約20～30％にまで低下し、非常に乾燥した状態にな
る。また、20～30％台が持続するわけではなく、高い
時には冬場でも90％台に達し、夏よりも変動が大きく
不安定である。先に述べた通り塩類風化には水が大き
く関与しているため、この乾燥しやすい時期に内部の
水分が岩盤表面で蒸発し、その際水に含まれていた可
溶性塩類が表層で結晶化するという過程が合致する。
図 10．岩盤の上部
この温湿度の低下
する時期に発生す
る析出物は、軟質
の綿のような或い
は細かい針状を呈
し、色は白色や半
透明が大半を占め
る。図10～図14に
そ の 実 例 を 挙 げ
た。
　図10は岩盤の上
部である。雨が頂
上から岩盤を伝っ
て下方へ落ちてく
る通り道に沿って
析出物が確認できる。2012年～2013年にかけての冬に
は、この岩盤の床一面に析出物が見られた。
　硬質の析出物が壁面や天井に多く発生するのに対し、
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軟質の析出物は岩盤の下部や床面の広範囲にわたって
析出したり、狭い箇所に堆積することもある。
　図11aは1月の様子で、ここは毎年必ず秋の終わりか
ら翌年の春先まで同じ場所に析出する。床から15㎝程
の位置で、同じ壁面はこの場所以外析出しない。図11b
は同じ場所を5月に撮影したもので、このように全く析
出物は見られない。同やぐらは、奥壁の床との境の辺
りにも毎年同じ時期にのみ発生する析出物がある。い
ずれも4月～5月には再びその姿が見えなくなり、10月
終わりの温度・湿度の低下する時期になるとまた析出
するという状況を繰り返している。
　図13はやぐら内部の柱状の壁面である。観察を始め
た当初に既に薄い表層剥離が起き、一部は壁面から落
下してしまったが、かろうじて留まっている箇所も多
い。この数年、以前は見られなかった析出物が毎年確
認できるようになり、剥離箇所の隙間にも発生してい
る。また、この柱状の壁面は角が丸みを帯び、中央か
ら下部にかけて柱幅が細くなっている。
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図 11a．1月の壁面下部
図 11b．5月の壁面下部
　図12aのように壁表面に発生した軟質の析出物は、さ
らに目視観察すると図12bのように結晶に石材粒子が
混じり、岩盤表面から結晶と一緒に持ち上げられたも
のであることがわかる。わずかな量とはいえ、毎年こ
のような発生状況が続くと岩盤表面が徐々に摩耗して
いくことになる。この箇所は図11に挙げた箇所とは異
なり、毎年必ずここに析出物が発生するというわけで
はない。筆者が調査を始めてから現在までの間にこの
場所に析出物を確認したのは3回で、ここ数年の話であ
る。また、床面はこの数年乾燥してひび割れている。
図 12a．軟質の析出物の発生状況
図 12b．析出状況の拡大図
図 13．壁面剥離箇所と析出物
　このように結晶化する過程で岩盤内部から表面層へ
押し出される圧力の他に、析出した結晶物の重みに対
する耐久性が低く、その結果岩盤表面が剥離すること
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もある。この現象について、朽津氏は析出物の落下量
は析出物が発生しやすい冬季よりも湿度が高くなる時
期の潮解現象によって起きやすくなるため、冬季より
も春の方が多いと指摘している3）。
　図14は、あるやぐらの同一壁面の様子である。図14a
は繊維状の析出物が密集しており、図14bはそれが固
まって薄い層を形成している。さらにこの壁面の床に
は既に剥落した析出物が確認できる。
3．塩類（塩化ナトリウム量）の測定
　ここまで実例を挙げた析出状況は、実際に各地で類
似した光景を目にする。形態の相違はあるものの、実
例を挙げたものは、いずれも塩類を含んだ岩盤や水が
温湿度の低下に伴う作用によって結晶化したものであ
る。しかし、塩類風化は析出物の発生のみならず、塩
類が結晶化せずに岩盤を劣化させていることがある。
全国各地で悪影響が認められ、その対策が求められて
いる塩類風化だが、析出物の発生状況を見てその度合
いを比較する指標がなく、類似傾向を参考にしながら
各地で個別に対策が講じられている。しかし、今後の
保存対策を考えた時、現況はあまりにも主観的である
ため、客観的な判断方法が重要であると考えている。
また、現在析出物の発生していない箇所にも、今後塩
類風化を引き起こす可能性があるか否かを知る手がか
りも必要ではないかと考え、岩盤表面の塩類濃度を測っ
て数値化するという新たな方法を試みた。
3-1．測定方法
　これまでに述べたように、硫化物を含む塩類の析出
は四季に関連したサイクルを持ち、岩盤表面の剥離に
与える影響が大きい。また、カルシウムを主体とする
析出物は皮殻化して岩盤表面を覆うものの、成長速度
は急速ではない。両者については、これまでにも検討
がされてきた代表的な物質である。塩化ナトリウムも
塩類風化の原因物質であり、海に近い地域ではその影
響を考える必要がある。
　そこで、塩化物のうち塩化ナトリウムの測定及び算
出方法を以下に示した。
①水で湿らせたガーゼ（30×30㎝）で岩盤表面（5×5㎝）
の拭き取りと濯ぎを繰り返す。
②拭き取りに使用したガーゼをよく濯いだ水（150ml）
に検知管（光明理化学工業株式会社製　塩素イオン検
知管201SC）を入れて値を読み取る。
③検知管の読取値を基に塩化ナトリウム量（ppm）を
算出する。この際、測定に使用する水の塩化ナトリウ
ム量（ブランク値）を予め測定する。この方法はJISを
参考としており、塩素イオン濃度と塩分の関係は以下
のようになり、検知管で求めた塩素イオン濃度はmg/
㎡に等しくなる。
N：塩分量（mg/㎡）
L：水量（ℓ）
C：塩素イオン濃度（ppm）
NaCl：塩化ナトリウムの分子量
Cl：塩素の分子量
図 14a．大量に発生した析出物
図 14b．薄い層を形成する析出物
　このように限られた時期にのみ発生する析出物は、
MgSO4・NaSO4などで、硬質の析出物よりも結晶の発
図 15．顕微鏡画像×50
生と成長のサ
イクルが速い
ことがわかる。
図15は 析 出 物
を実体顕微鏡
で50倍 に 拡 大
し た 画 像 で、
尖った針状の
結晶が見られ
る。
N＝C×L×
NaCl
×
1
Cl M
52
M：測定面積（㎡）
3-2．測定箇所及び結果
　測定例をＡ～Ｋに挙げた。なお、図中の■は測定箇
所である。
A：やぐら内の壁面で、構築時の鑿痕が残るが硬質の
析出物にも覆われている。壁面はやや水分を含んでい
る。奥行きのあるやぐらで雨が直接当たることはなく、
また壁面が乾燥しすぎる環境でもない。天井から105㎝、
奥壁から157㎝の位置を測定した。
D：やぐら内の床から10㎝程度の箇所で、岩盤表面に
凹凸がある。冬場には毎年必ずこの場所に集中して軟
質の析出物が発生するが、周辺には発生しない。
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図 16．A
B：やぐら内の鑿痕の残存状況が良好な左壁から20㎝、
天井に接する部分を測定した。1日の中でも日が当たる
ことは殆どない場所である。
図 17．B
C：やぐらの奥壁中央の床面には穴（龕）があり、時
期によって水が溜まり、多い時には穴からあふれ出す
こともあれば、全く水がなく敷石が見えている時期も
ある。この時期は数年水が溜まり、その後数年水がな
い状態になるなど季節とは関係がないようである。こ
の水について、江戸時代の文献にも水の量に増減があ
るという記述が見られる4）。図11に示したこの穴のすぐ
脇の床面から15㎝、左壁から195㎝の箇所を測定した。
図 18．C
図 19．D
E：やぐら内の主室・副
室の境に当たる壁面の
床から90㎝の高さを測
定した。時間帯によっ
て日差しが直接あたる
ものの、やぐら内部で
あるため雨は直接当た
らない。直射日光のあ
たる箇所はやや壁面が
摩耗し、冬場は軟質の
析出物が発生し、また
一部に薄い表層剥離が
見られる。
図 20．E
F：やぐら内の殆ど日の当たらない箇所（床から110㎝、
開口部から70㎝）で、既に表面は劣化して表層剥離を
引き起こし、冬場は軟質の析出物が発生する。この壁
面はGの壁面の裏側に相当する。
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G：やぐら外の露出し
た日当たりが良好な岩
盤で、雨風も当たる所
を測定した。ここは図
10に示した岩盤の下方
で、既に表面は摩耗し
て壁面が湾曲している
（図22a）。正面から見
ても測定部周辺が窪ん
でいる様子がわかる
（図22b）。
した砂粒が堆積している（図23）。
以上の各地点を測定した結果を表1にまとめた。
図 21．F
図 22a．横から見た状況
図 22b．G
H：過去に掘削された
と思われる壁面で、測
定箇所は床から160㎝
の高さである。上部は
岩盤が大きくオーバー
ハングし、庇のように
なっている。付近に建
物はあるものの、時間
帯によって日光も直射
する。岩盤は摩耗して
湾曲し、床面には落下
図 23．H
表 1．測定地点の塩化ナトリウム量
測定地点
2012.4
NaCl 量
（ppm）
2012.11
NaCl 量
（ppm）
2013.1
NaCl 量
（ppm）
析出物の
発生状況
A 300 300 300 硬質
B 300 100 300 硬質
C 4500 1800 4900 軟質
D 1300 1300 1400 軟質
E 1800 1900 3100 軟質
F 5600 1800 2100 軟質
G 17100 46400 41200 なし
H 20100 23000 10000 なし
　これまで述べてきたように、塩類風化を引き起こし
ている物質は多種ある。岩盤には硫酸ナトリウムや炭
酸カルシウムなど多種の塩類が含まれている可能性の
ある中で、測定面が含有している塩化ナトリウム量の
みを算出したものである。硬質や軟質の析出物の発生
する箇所の値が比較的低いのはそのためだが、壁面の
劣化状況は必ずしも塩化ナトリウムのみによるものと
は断定できない。A・Bは硬質の析出物があり、壁面は
構築時に使用した鑿痕がある比較的残存状況の良好な
場所である。塩化ナトリウムよりもカルシウムを主成
分とする硬質の析出物に覆われていて、検出値が低い。
気温や湿度の低下する時期に発生する軟質の結晶物を
有するC ～ FはA・Bに比べると数値は高くなり、1000
～5000ppmを示している。G・Hは屋外に露出した岩盤
で、1年を通じて硬質・軟質ともに析出物は見られない
場所である。ここで示された数値は突出して高いもの
である。これまでの研究から、塩類の中でも特に硫酸
ナトリウム・硫酸マグネシウム・炭酸ナトリウムによ
る影響が大きく、それに比べると塩化ナトリウムの影
響は少ないといわれていた。では、塩化ナトリウムを
軽視していいかといえば、決して軽視できる存在では
ないということは、この現地調査で得られた値と岩盤
の状況から明らかである。今回、報告した以外の同様
の状況も併せて検討すると、特に測定値の高い箇所に
は、以下のような共通点が挙げられる。
・屋外に露出していて雨・風が当たる
・直射日光が当たる
・細粒で均質な砂岩層である
・摩耗して壁面が岩盤の内側に向かって大きく削られ
ている
　既に摩耗している岩盤の床は、細かい砂岩粒子が堆
積している。このような岩盤の状況に対し、これまで
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は風雨が吹き付けることで表面が削られたり、日射に
よる表面の乾燥が長年に渡って繰り返されるうちに
徐々にこのような状況を形成したのだと考えていた。
もちろん、細粒の砂岩層は結合力が弱く、手で表面を
撫でても粒子が手につく状態であり、風雨や直射日光
も劣化の要因である。しかし、最大の要因は塩類風化
によるものである。
　表2は、同一日のGの測定値である。①～③の手順で
測定後、少し時間をあけて再び同一箇所を測定し、そ
の値が変化しなくなるまでつづけたところ、その回数
は8回であった。1回目の測定では岩盤表面の凹凸にガー
ゼが密着せず、拭き取りきれなかったようである。つ
まり、この1回目～8回目の値の合計、31000ppmが1×1
㎡という範囲に含有されていた塩化ナトリウム量に相
当する。
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穴状の遺構は全国各地に見られるが、やぐらの目的や
形態は鎌倉周辺地域の地質・地形・歴史的背景などが
生み出した独特の文化といえる。これらの装飾や形状
は美術的価値も高く、また仏教思想とも深く結びつい
ている。やぐらという形態は当時の埋葬方法の中でも
特殊な事例で、中世の葬送の一形態として重要な遺構
である。これらを保存していくためには、どのような
環境に置かれ、何を原因として作用し劣化しているの
かという点について深く追求し、その対策を正しく採
ることが求められている。現地調査をする際は、析出
物のある所だけに塩類風化が発生しているのではなく、
屋外の温湿度条件では結晶化しない多量の塩類が岩盤
に含まれており、表面層の劣化が着実に進んでいる可
能性を忘れてはならない。
　その上、測定時に表面の塩類を拭き取っているにも
関わらず、1年経たないうちに同一箇所から高濃度の塩
化ナトリウムが検出されている。これは、劣化速度が
いかに早いものであるかを示しており、硬質の皮殻状
の析出物よりも注視する必要があると考えられる。こ
のような同一測定箇所の経過状況については、今後報
告する。
　このような場所を見つける手段のひとつとして、筆
者が行っている塩類の測定方法は有効だと考えている。
しかしながら、現在は方法を確立できたとは言えず、
実地調査から見出されたいくつかの課題を改善しなく
てはならない。まず、この測定方法は元来海辺の鉄橋
脚の耐震診断などに用いられてきたもので、それを岩
盤表面にも応用できるのではないかと考え取り組んで
いる。これは単に対象物が変わっただけではなく、岩
盤は橋脚の表面よりも凹凸が激しく、表面を完全に拭
き取ることが困難であるという問題がある。そのため、
1回の測定工程では測定面に含まれる塩化ナトリウムを
完全に拭き取れない可能性がある。測定の際は、極力
縦横を万遍なく拭き取っているが、同一箇所を2回目に
測定するとまた塩化ナトリウムが検出される。これは1
回目の測定時の拭き取りでは岩盤表面の凹凸に対応で
きず、隙間の塩化ナトリウムが残ってしまい、2回目に
それを拭き取っていると推察される。或いは、表面が
既に劣化して脆くなっている箇所は、拭き取りの際に
表面粒子も一緒に拭き取ってしまい、2回目にはその下
の新たな露出面を測定している可能性も考えられる。
この場合、露出した岩盤表面だけでなく、表面下層や
内部まで塩化ナトリウムが含まれていることを示して
おり、海風に運ばれて塩類が岩盤表面から供給される
以外にも、雨や地下水が岩盤に吸収され、岩盤内部に
も含まれていることがわかる。Cのすぐ近くにある龕
の水を測定したところ、最も高い時は85ppmを示した
のに対し、雨水は7ppmであった。このことから、岩盤
表 2．Gの測定結果
（ppm）
1回目 16700
2 回目 10200
3 回目 1500
4 回目 800
5 回目 400
6 回目 900
7 回目 500
8 回目 400
　Gの同一箇所は、これまでにも測定したことがあり、
最も高い値は46400ppmであった。測定のための拭き取
り後、数カ月のうちにまた高濃度の塩化ナトリウムが
検出されていることから、その反応の速さがうかがえ
る。しかし、これだけ高濃度の塩化ナトリウムを含ん
でいても、それらはこの環境下で結晶として現れてい
ない。そのため、ここで塩害が発生していることが見
過ごされやすいため特に注意が必要である。
4．考察
　石造物の多くは屋外の様々な劣化要因に常に曝され
ながら長い年月が過ぎてきた。不動産文化財はもちろ
ん、移動可能な石造物についても移設先がなかったり、
なによりその場所に存在することに歴史的価値がある
と考えられることも多いため、安定した環境で保存す
ることは難しい。移設できない場合は覆いや囲いを設
置したり、劣化が進行したものに関しては石造物その
ものの強化処理や修復が行われるが、十分な保存方法
が確立されていなかったり、予算がつかないなど、本
格的な保存対策の実現が困難なことが多い。今回例と
して取り上げたやぐらのように、岩盤を刳り貫いた横
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内部を通る過程で多量の塩類を取り込んでいることが
わかる。また、表面を拭き取る行為によって、不安定
な表面の剥離を招く可能性を否定できない。そのため、
明らかに表層が浮き上がっている場所は測定できない。
さらに貴重な彩色の残る箇所は、顔料を拭いて取り除
いてしまう危険性があるため、このような場所も測定
を避けている。しかし、このような状況になった原因
こそ究明が求められているため、拭き取り方法は更な
る改良が必要である。そういった意味では、どこでも
測定が可能というわけではなく、一部条件をつけての
測定となる。
　一方、利点もある。これまでに述べたように、測定
方法は簡単であり、課題に挙げた点を除けば場所を問
わず測定ができる。また、高額な大型の特殊機材を用
いないため、予算の都合で調査ができないということ
も比較的解消できる。さらに持ち運びができるため、
不動産文化財や足場の多少悪い場所など各地で応用で
きる。
5．まとめ
　塩類風化の状態は、実際の状況を見ることが最も理
解しやすいため、析出物の発生状況をいくつか挙げた。
今回提示した測定方法は、塩化ナトリウムを測定する
もので、同一箇所における他の塩化物との関係につい
ても別途検討を要するため、現段階では万全な測定方
法とは言えない。析出物の発生箇所は塩類風化が起き
ているとわかるが、特に塩化ナトリウムは屋外の環境
条件の下では結晶化しにくく、我々が目視観察で劣化
の有無や状態を認識することは難しいため、結晶化し
ていなくても確実に進行していることが今回の測定で
証明された。さらに、その状態を測定値として数値化
することで、様々な場所を同一の基準で客観的に比較
することが可能になる。
　塩類の析出及び塩化ナトリウムによる劣化速度は非
常に早く、今後も注意深く観察する必要がある。同時に、
これらの塩類に対する対策も講じなくてはならない。
ことにこの周辺地域の地形は、もともと海底にあった
ものが隆起して形成されたもので、塩類を含む地質で
構成されている。それに加え、岩石に含まれている塩
類の他に、南側に開けた海を通した風によって塩類が
供給される状況にあることから、鎌倉周辺地域の岩盤
及び石造物について、さらに塩類風化に重点をおいて
検討するべきである。そのため、いくつかの課題はあ
るものの、今回提案した測定方法は、劣化の度合いを
知る指標として有効なものになると考えている。
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